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界面制御研究の目的
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F05-F07を導入した太陽電池の特性評価

ペロブスカイト太陽電池に用いるトリフェニル
アミン誘導体の合成とその機能評価

ペロブスカイト太陽電池の模式図
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更なる変換効率の向上のためには、界面のエネル
ギーロスを減少させる必要がある

• ペロブスカイトと相互作用できる部分を持つトリフェニルアミン誘導体を合成し、それらの機能を評価した。
• ペロブスカイト/ホール輸送材料の界面への導入効果を評価した結果、相互作用する部分の構造だけでなく導入位置も重要であることが示唆された。
• F06を導入することで光電変換効率が向上することを確認した。
• 今後、材料の構造最適化と電池作製条件の最適化を検討する予定である。
• 本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託により実施されたものである。

ペロブスカイト太陽電池の高効率・高耐久化を目指し、界面に着目した材料開発を行っている。 ペロブスカイト/ホール輸送材料の界面を
制御可能な材料の報告例
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ヨードペンタフルオロベンゼン
I-などのホールトラップを解消

ピリジン、トリアジン、チオフェン
電子トラップを解消

ヨウ化トリフルオロブチルアンモニウム
再結合の抑制
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Spiro-OMeTAD
（ホール輸送材料）

の構造

ペロブスカイトとの
相互作用部分

ホール輸送材料と類似の構造
（トリフェニルアミン部分）
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合成

電池作製方法①
F05-F06（10 ppm）をPbI2とヨウ化メチルアンモニウム（MAI）の溶液に加えて塗布

電池作製方法②
F05-F07の溶液をペロブスカイト層の上に塗布
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ペロブスカイトと相互作用する部分の導入位置が重要であることが示唆された

材料 Jsc/mA cm-2 Voc/ V FF PCE/%

MAPbI3 21.8±0.3 1.04±0.01 0.66±0.03 15.0±1.0

MAPbI3+F05 20.6±0.8 1.05±0.01 0.64±0.04 13.9±1.1

MAPbI3+F06 22.1±0.2 1.04±0.01 0.66±0.02 15.1±0.8

材料 Jsc/mA cm-2 Voc/ V FF PCE/%

w/o 21.0±0.2 1.06±0.01 0.72±0.02 16.1±0.6
F05 18.4±0.9 1.05±0.01 0.67±0.02 13.0±0.6
F06 21.6±0.2 1.05±0.01 0.73±0.01 16.5±0.4
F07 21.2±0.2 1.06±0.01 0.73±0.01 16.5±0.2

spiro-OMeTADの使用量を低減できる可能性が示唆された

材料 Jsc/mA cm-2 Voc/ V FF PCE/%

w/o 18.7±1.3 1.01±0.01 0.80±0.05 15.1±0.2
F06 21.5±0.3 1.05±0.01 0.74±0.01 16.7±0.3

ホール輸送材料の溶液の濃度を変化
spiro-OMeTAD: 71 mM, LiTFSI: 49 mM, TBP: 250 mM

spiro-OMeTAD: 24 mM, LiTFSI: 16 mM, TBP: 83 mM
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Backward
Jsc: 21.7 mA cm-2

Voc: 1.09 V
FF: 0.74
PCE: 17.6%

F06を導入した太陽電池の電池特性（最高値）
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